
TDI残渣のケミカルリサイクルプロセスの概略フロー

を図14に示す．プロセスはTDI残渣と水を反応させる超

臨界工程と，反応液を脱水，精製する蒸留工程から構成さ

れる．精留塔から回収されるTDAはそのまま既存のTDI

製造工程にリサイクルされる．一方，精留塔下部から排出

される重質物は多量化したものが主成分となり分解が困難

であるため焼却される．

本プロセスは武田薬品工業㈱鹿島工場内に建設され（写

真１），1998年1月より超臨界水を用いたケミカルリサイ

クルプラントとして，世界初の商業運転を開始し，現在に

至っている．

４. お わ り に

溶媒として超臨界水を用いれば，短時間で効率的に廃プ

ラスチックが分解し，化学原料として回収できることを述

べた．容器包装法の制定・施行，二酸化炭素による地球温

暖化問題などにより，廃プラスチック処理問題が大きくク

ローズアップされている現在において，水は地球上唯一自

然界に存在する溶媒であり，これを反応溶媒として捉える

ことは地球環境上，極めて重要なことである．水は極めて

重要な溶媒であるものの，その極性が大きいため，工業的

に重要な無極性，弱極性の炭化水素化合物はほとんど溶解

しない．これが石油化学工業において大量の有機溶媒が使

用されてきた理由である．しかしながら，超臨界水には有

機溶媒に匹敵する溶媒特性を有しているため，これを反応

溶媒として用いる分解プロセスは脱有機溶媒の要請が強く

望まれている状況にマッチしたものであり，しかも，廃プ

ラスチックに代表される廃棄物処理分野において地球に優

しいプロセスとして期待される．
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豆　知　識　⑤

ゴムの木の手入れ法
ゴムの木はもともと熱帯地方に育つ，高温多湿な環境を

好む常緑の高木．日本の四季では，上手に手入れしないと

枯れてしまいます．

温度は5℃以上が必要．また昼と夜の温度差が大きすぎ

るのも問題で，15℃以内に抑えること．冬の昼間に20℃

以上の環境に置くと，新陳代謝が盛んになり，働きすぎて

夜の冷え込みに対する抵抗力が弱まります．かさかさに乾

燥した部屋では植物からどんどん水分が奪われます．土の

表面が白っぽく乾いたら，毎日でも水を与えること．

木の大きさに対して鉢が小さすぎるのも良くないことで

す．鉢から抜いて根をほぐし，長いものはいくぶん切りつ

めます．同時に土も新しくします．土は，荒木田（田土と

もいう）か庭土に，腐葉土又はピートと粗めの川砂を混ぜ

たもの．肥料は過燐酸石灰，石灰，遅効性化学粒状肥料な

どを少し加えます．植え替え後の２，３週間は日陰に置い

て下さい．

大きくなりすぎたりして見苦しくなってきた場合は，取

り木で形を整えます．気温が20℃以上になり鉢植えを戸

外に出しておける季節になってから．７月末までに取り木

をかければ，秋のうちに鉢植えが出来ます．

（三ツ星ベルト㈱　野口　徹）

☆　お詫びと訂正　☆

日本ゴム協会誌第74巻第３号（2001）122ページ「豆知識②デボラ数」に対して，土岐重之会員（アクロン大学）より
次のようなご意見が寄せられました．
１）ホワイト教授が提唱されたのはデボラ数ではなくワイセンベルグ数である．
２）デボラ数の提唱者は，M.ライナー教授（Marcus Reiner, The Israel Institute of Technology）である．
土岐会員は，直接ホワイト教授から確認をとられ，ライナー教授の文献を調べて下さいました．豆知識②の記事中

の提唱者は確かに筆者の思い込みによる誤りであることが判明しましたので，謹んでお詫びして訂正申し上げますと
ともに，貴重なご意見を寄せられ，確認の労をとって下さいました土岐氏に深謝致します．氏の調査により，デボラ
数提唱の経緯は記載済みの記事通りであることも確かめられたことを付記します． （古田　勲）


